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⚫ 「認知症になってからも自分らしく暮らし続けることができるまち」を目指し、「新しい認
知症観（※）」に立って市民をはじめ様々な立場の人が、認知症に対する正しい知識を持ち、
理解を深めることを目的として開催されています。
※新しい認知症観

 認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも、一人一人が個人
としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間等とつながりながら、希
望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方。

目的
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⚫ 2018年に認知症本人である藤田和子さんが登壇。「認知症とともに自分らしく暮らす」をテーマに従来の支援者視点か
らの転換を認識する重要な契機として、認知症本人と共に進めていくことを基本として取組む流れが生まれた。

⚫ 認知症の本人や、本人とともに活動される専門職等を県内外から講師として招き、共生社会について考える内容としてい
る。

認知症フォーラム開催の背景

⚫ 以前より、若年性認知症の診断を受けた人からの相談も増えてきた。若年性認知症の人は相談時点で、仕事を退職されて
いる人が多いことから、就労に対する支援について自分事と考えてもらう必要があった。

⚫ 『鳥取市認知症施策推進計画』に掲げる目標１「自分が認知症であることを必要な人に伝えることができる」と目標３
「自分自身の暮らしの様々な場面でかかわる人とともに暮らしやすい環境を創ることができる」に向けた取組みになった。

⚫ 小規模多機能型居宅介護事業所の利用者の有志の方から、「人の役に立ちたい」「できることはやりたい」という思いを
聞き、フォーラムの準備にあたり、当日配布の封筒のシール貼りを担ってもらうなど協力を得ることができた。

フォーラム2 0 2 5開催までの経緯
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⚫ 講演 「認知症とともにこれからも歩んでいきたい！～私、神原の今を伝えます～」

【講師】
・神原 繫行 氏
あきたオレンジ大使 社会医療法人興生会 横手興生病院 リハビリテーション室 看護師

・佐藤 昌子 氏
社会医療法人興生会 横手興生病院 リハビリテーション室長

講演では、診断後も看護師の仕事を続けながら生活されており「運転免許を返納した後も、友
人に運転を依頼することで、趣味のドライブを継続することができている」と、自分のやりたい
ことを周囲に伝え、協力を求める大切さをご講演されました。
神原さんの同僚の佐藤さんは、「神原さんの強みを活かした、神原さんにしかできないことは

たくさんある。神原さんの姿を見て、自分には何ができるか考える機会を与えてもらってい
る。」と講演されました。

講演

⚫ 座談会 「新しい認知症観」に立って、自分らしい暮らしについて考える
【登壇者】
神原 繫行 氏、佐藤 昌子 氏、鳥取市内の認知症本人・関係者５名にて座談会。

座談会では、お互いにチャレンジしたことについて話をされました。認知症になる前から得意
だったことだけではなく、周囲から勧められたものもあり周囲の関わりも重要だという意見もあ
りました。
最後に、神原さんが「短期記憶の低下はあるが、過去にとらわれるのではなく、これからの未

来を考えることが大切。今までと変わらず、なんとかなるさで認知症とともに歩んでいきたい」
とお話されました。

座談会
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⚫ 地域住民だけではなく、介護保険事業所、企業の方等、フォーラムに参加出来なかった方にも共生社会の実現を推進する
ため、認知症基本法の理解や新しい認知症観が普及するよう啓発を行っていきたい。

⚫ 認知症と診断された方や自分が認知症かもしれないと感じている人へ、早期から認知症とともに自分らしく生きることを
考えることができるよう、医療機関等との連携を更に強化していきたい。

⚫ 市民の生の声を年度末に開催予定の「鳥取市認知症施策推進WG」でも共有し、認知症になってからも自分らしく暮らし続
けることができるまちにしていきたいと考えている。

今後の展望

⚫ 主催：鳥取市

⚫ 共催：鳥取県東部医師会

⚫ 後援：鳥取県：岩美町、若桜町、
智頭町、八頭町

兵庫県：新温泉町、香美町※

※在宅医療・介護連携推進事業におい
ても鳥取県東部医師会を中心に広域
連携を行っており、医療圏が重なる
ことから、県を超えて近隣のまち圏
域とも連携・協働して認知症施策を
推進している。

主催等


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2

